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松コンストラクショングループ東京本社ビル　完成
（８）（第３種郵便物認可） ２０２３年　（令和５年）　５月１６日　（火曜日）

レセプションルーム

　当プロジェクトは東京本社ビルの建て替え事業で、田町～浜松町間の第一
京浜とＪＲ、モノレールに囲まれ、遠くから建物をランドマークとして視認
できるという非常にポテンシャルの高い立地に、「建設会社の本社ビルとし
てふさわしい建物」というコンセプトを掲げ、「他にないきれいなビル」を
目標として設計しました。
　ファサードには日本初採用となるＣＣＦシステムのダブルスキンカーテン
ウォールを採用し、外皮性能の向上と環境騒音の低減、そして「きれいな」
外観を実現しました。

　併せて外皮の自動制御ブラインドと連動制御の室内照明、太陽光発電等、
省エネルギーに配慮したスマートビルディングを目指しています。
　足元には解放された緑豊かな公開空地と高天井ピロティによって、豊かな
街並みへの貢献、また医療施設や駐輪基地等、地域の利便性向上を目指しま
した。
　当プロジェクトの目的は、グループ会社を集約することによるシナジー効
果はもちろんですが、社員の新しい働き方のためにペーパーレス、フリーア
ドレスを基本とした新たなオフィスの姿を実現することにあります。働きや
すく社員が成長できるオフィスとはどのようなものか、設計する立場と使う
側の立場で自問自答しながら、オフィスそのものも大きく成長できたのでは
ないかと思います。最上階にあるサロンは社員にもワークプレイスとして開
放され、グループ各社の交流の場として更なるシナジー効果に期待いたしま
す。
　松建設　東京本店設計本部第一本部第一設計室　課長代理　押谷崇之

展望デッキ 応接室

　――新社屋建設の経緯は。
　「首都圏での存在感向上と事業拡大を視野に、旧ビルの老朽化も踏まえて、
創業周年を迎えた年ごろから建て替えの検討を開始しました」
　――建築的特長は。
　「流線型を取り入れ、建設会社の持つイメージとは異なる柔らかみのある
デザインとしました。省エネルギー化で環境にも配慮しており、ＣＡＳＢＥ
Ｅ　Ａランク認証を取得済みです。外装には、複層ガラスの中にブラインド
を組み込んだＣＣＦ（クローズド・キャビティ・ファサード）を日本で初め
て導入しました。ＣＣＦは断熱性、気密性、防音性に加え、ブラインドの清
掃不要と高いメンテナンス性を保持しています。高い耐震性の確保は施工を
担当する当社グループ会社の強みでもあります。ダンパーの取り付けやＣＦ
Ｔ（コンクリート充填鋼管構造）の採用で、技術力を発揮していただきまし
た」
　――建物の構成は。
　「屋上では、スカイツリーやレインボーブリッジなど東京都心を一望でき、
お客さまに眺望を楽しんでいただくことも可能です。最上階の階には来客
スペースやオープンスペースを設けました。オープンスペースでのグループ
会社間の交流や新たなイノベーションの創出に期待しています。３階にシ
ョールームを設置し、当社の技術や施工事例をご覧いただけます」
　――完成を迎えて。
　「新型コロナウイルス感染症の流行で広がった新たな働き方へ適応する設
計変更や社会情勢の変化による資材価格の高騰などに対応し、無事完成を迎
えることができました。設計、施工会社の協力あってのもので、感謝いたし
ております。新社屋が、社員それぞれが活躍する組織の実現と長期ビジョン
に掲げる『トップクラスのホワイト企業への挑戦』の象徴的な存在になるこ
とを願っています」。

受付

ミーティングスペース

◇工事名称：松コンストラクショングループ　東京本社ビル新築工事
◇工事場所：東京都港区芝４丁目８番２号
◇施　　主：株式会社松コンストラクショングループ
◇設計監理：松建設・青木あすなろ建設・プランテック設計共同企業体
◇施　　工：青木あすなろ・松特定建設工事共同企業体
◇延床面積：，．㎡
◇敷地面積：，．㎡
◇建築面積：．㎡
◇構　　造：Ｓ一部ＳＲＣ造
◇階　　数：地下１階地上階
◇工　　期：年９月１日～年４月日
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